
摂
関
期
の
受
領
と
中
央
政
府

寺
　
内

浩

は
　
じ
　
め
　
に

　
私
は
前
稿
に
お
い
て
、
一
〇
世
紀
後
半
に
な
る
と
受
領
が
豪
富
を
蓄
積
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
政
府
は
そ
れ
を
否
定
せ
ず
に
容
認
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

召
物
・
国
宛
や
成
功
を
通
じ
て
そ
の
私
富
を
国
家
財
政
に
組
み
入
れ
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
な
ぜ
政
府
が

受
領
の
私
富
蓄
積
を
容
認
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
点
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
政
府
に
よ
る
受
領
私
論
の
国
家
財
政
へ
の
導
入
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
論
じ
て
み
た
い
と
思
う
。

令
制
本
来
の
原
則
で
は
、
一
定
の
収
入
を
除
い
て
、
国
司
は
国
内
か
ら
収
取
し
た
も
の
は
す
べ
て
中
央
に
貢
進
ず
る
か
、
国
郡
の
倉
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
収
取
物
を
私
物
化
す
る
こ
と
は
厳
禁
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
官
稲
の
隠
哉
が
禁
止
さ
れ
、
「
増
二
出
挙

一
三



三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

之
数
】
、
欲
レ
私
二
其
息
利
こ
と
し
た
弘
宗
王
が
罪
に
問
わ
れ
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
政
策
は
八
、
九
世
紀
を
通
じ
て
維
持
さ
れ
た
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
う
し
た
政
策
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
当
時
の
政
府
に
よ
っ
て
徹
底
し
た
文
書
行
政
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

政
府
は
、
大
帳
、
税
帳
以
下
数
多
く
の
財
政
関
係
帳
簿
を
国
司
に
作
成
・
提
出
さ
せ
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
租
税
の
収
納
・
管
理
か
ら
支
出

に
至
る
ま
で
の
過
程
を
把
握
し
、
国
衙
の
財
政
運
営
を
そ
の
管
理
下
に
置
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
拙
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

う
に
、
一
〇
世
紀
の
後
半
に
な
る
と
大
帳
・
税
帳
制
度
が
解
体
し
、
こ
う
し
た
中
央
集
権
的
な
国
家
財
政
運
営
は
維
持
で
き
な
く
な
る
の

で
あ
る
。

　
調
帳
は
毎
年
の
国
内
の
課
丁
数
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
国
司
は
そ
れ
に
従
っ
て
調
庸
な
ど
を
政
府
に
納
入
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
九
世
紀
後
半
以
降
、
課
役
免
除
を
得
よ
う
と
す
る
在
地
の
動
き
が
強
ま
り
、
ま
た
、
国
司
も
調
庸
な
ど
の
貢
進
量
を
減
ら
そ
う

と
し
た
た
め
、
課
丁
数
が
大
き
く
減
少
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
政
府
は
一
〇
世
紀
の
前
半
ま
で
は
大
帳
制
度
の
維
持
に
努
め
る
の
だ
が
、

後
半
に
な
る
と
大
回
は
前
年
の
内
容
が
機
械
的
に
写
さ
れ
る
だ
け
の
形
骸
化
し
た
も
の
と
な
り
、
そ
の
機
能
を
失
う
。
こ
の
よ
う
に
、
一

〇
世
紀
後
半
に
な
る
と
大
帳
制
度
は
解
体
し
、
調
庸
の
貢
進
量
は
以
前
と
比
較
し
て
大
幅
に
減
少
す
る
と
と
も
に
、
固
定
化
す
る
の
で
あ

る
。　

税
帳
は
毎
年
の
正
税
の
収
支
や
残
額
を
政
府
に
報
告
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
政
府
は
国
衙
財
政
を
管
理
下
に
置
い
て
い
た
。

し
か
し
、
九
世
紀
末
以
降
税
帳
の
未
進
・
未
勘
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
一
〇
世
紀
後
半
に
な
る
と
毎
年
の
国
衙
財
政
の
収
支
状

況
を
監
査
す
る
税
帳
勘
会
が
な
さ
れ
な
く
な
っ
て
、
税
帳
制
度
は
解
体
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
〇
世
紀
後
半
に
な
る
と
財
政
関
係
諸
帳
簿
の
中
心
で
あ
る
大
器
・
税
帳
が
形
骸
化
し
、
そ
の
た
め
政
府
は
調
・
庸
・

田
租
・
出
挙
な
ど
の
収
取
物
の
収
支
・
管
理
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
従
来
の
よ
う
な
中
央
集
権
的
な
律
令
国
家
財
政

運
営
は
不
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。



　
大
帳
・
三
皇
制
度
の
解
体
は
、
政
府
と
受
領
の
関
係
に
つ
い
て
い
え
ば
、
二
つ
の
点
で
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
る
。
一
つ

は
、
受
領
の
常
松
蓄
積
を
政
府
が
容
認
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
国
司
の
官
物
私
物
化
を
制
限
・
禁

止
し
え
た
の
は
、
大
罪
・
税
帳
な
ど
の
諸
帳
簿
に
よ
り
政
府
が
国
衙
の
財
政
運
営
を
そ
の
管
理
下
に
置
い
て
い
た
た
あ
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
大
甘
・
税
帳
制
度
が
解
体
し
た
こ
と
に
よ
り
、
政
府
は
調
号
以
下
の
貢
進
物
が
規
定
通
り
中
央
に
送
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
監
視

し
え
て
も
、
国
衙
で
の
そ
れ
ら
の
収
支
・
管
理
状
況
は
全
く
把
握
で
き
な
く
な
り
、
受
領
に
よ
る
官
物
の
私
富
転
化
を
規
制
す
る
こ
と
が

不
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
受
領
の
私
等
は
在
地
か
ら
の
収
取
と
中
央
へ
の
貢
進
の
質
的
・
量
的
差
か
ら
生
じ
る
の
だ
が
、

政
府
は
受
領
に
よ
る
そ
の
獲
得
・
蓄
積
を
容
認
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
二
つ
め
は
、
在
地
か
ら
の
収
取
物
が
受
領
に
よ
り
「
私
物
」
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
従
来
は
国
衙
の
財
政
運
営
は
政

府
の
管
理
下
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
二
巴
・
税
帳
制
度
の
解
体
に
よ
り
、
在
地
か
ら
の
収
取
物
は
受
領
の
一
元
的
管
理
下
に
置
か
れ
る
よ
う

に
な
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ら
は
あ
た
か
も
受
領
の
「
私
物
」
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
中
央
へ
の
貢

進
物
は
収
取
物
か
ら
出
さ
れ
る
の
で
、
収
取
物
は
決
し
て
受
領
の
私
有
物
で
は
な
い
の
だ
が
、
従
来
の
よ
う
に
国
司
の
収
入
と
官
物
と
が

明
確
に
区
別
が
な
さ
れ
ず
に
両
者
が
混
在
化
・
］
体
化
し
た
た
め
、
あ
た
か
も
受
領
の
「
私
物
」
か
ら
貢
進
物
が
供
出
さ
れ
る
よ
う
な
様

相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
変
化
の
様
子
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
の
が
、
弁
済
使
へ
の
政
府
の
対
応
で
あ
る
。
弁
済
使
の
設
置
を
禁
じ
た
天
暦
元
年
官

符
に
は
、
弁
済
使
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
（
前
略
）
近
年
以
来
、
諸
国
之
司
、
有
言
置
二
弁
済
使
一
揃
上
、
非
二
公
家
部
所
ワ
知
、
納
二
官
物
於
其
所
一
、
成
二
私
計
於
雨
中
一
、
入
眼
二
扇
、

利
門
軍
鶏
、
調
使
空
帯
二
此
処
二
号
一
、
公
物
脱
失
二
身
競
之
間
一
、
成
二
返
抄
【
之
時
、
無
二
霊
薬
在
下
史
生
一
、
補
二
世
剰
一
之
日
、
矯
風
事
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

愚
暗
綱
丁
一
、
府
庫
為
・
之
空
虚
、
公
用
依
・
其
闘
乏
（
後
略
）

摂
関
期
の
受
領
と
中
央
政
府

三
三



三
四

　
受
領
は
官
物
を
官
庫
に
納
め
ず
に
弁
済
使
の
所
に
運
び
、
そ
の
た
め
官
物
が
失
わ
れ
て
公
用
に
不
足
が
生
じ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
政
府
は
私
的
に
設
置
さ
れ
た
弁
済
使
に
官
物
を
納
入
す
る
こ
と
（
1
1
官
物
の
「
私
物
」
化
）
、
官
物
が
受
領
の
も
の
に
な
る
こ
と

（
1
1
官
物
の
私
富
へ
の
転
化
）
を
防
ぐ
た
め
に
弁
済
使
を
禁
じ
た
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
一
世
紀
に
は
、
弁
済
使
は
政
府
に
よ
り

公
認
さ
れ
、
公
然
と
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
間
に
受
領
に
よ
る
官
物
の
「
私
物
」
化
、
そ
の
私
意
へ
の
転
化
を
認
あ
る
方

向
に
政
府
の
政
策
が
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二

　
一
〇
世
紀
後
半
に
な
る
と
政
府
が
受
領
の
私
富
蓄
積
を
容
認
す
る
よ
う
に
な
る
理
由
を
、
大
帳
・
塗
樽
制
度
の
解
体
と
の
関
係
で
述
べ

た
が
、
も
ち
ろ
ん
政
府
は
受
領
の
私
富
蓄
積
を
ま
っ
た
く
放
任
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
召
物
・
国
宛
や
成
功
を
通
じ
て
そ
れ
ら
を
国

家
財
政
に
組
み
入
れ
て
い
た
こ
と
は
、
前
稿
で
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　
『
今
昔
物
語
集
』
に
次
の
よ
う
な
説
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
ア
）
　
今
昔
、
能
登
ノ
守
ロ
ト
云
フ
人
有
ケ
リ
。
心
直
ク
シ
テ
、
国
ヲ
吉
ク
二
合
ケ
ル
ニ
、
牢
乎
ノ
内
ノ
仏
神
ヲ
崇
、
勲
二
仕
ケ

レ
バ
、
国
内
平
ヤ
カ
ニ
シ
テ
、
雨
風
時
二
随
テ
、
穀
ヲ
損
ズ
ル
事
無
ク
シ
テ
、
造
り
ト
造
ル
田
畠
楽
ク
生
弘
ゴ
リ
テ
、
国
外
カ
ナ
レ
バ
、

隣
ノ
国
ノ
人
モ
来
り
集
テ
、
岡
、
山
ヲ
モ
不
レ
嫌
シ
テ
造
り
弘
グ
レ
バ
、
国
司
極
テ
徴
り
富
テ
、
徳
井
ビ
無
シ
。
（
中
略
）
守
ノ
云
ク
、

「
其
ノ
得
ル
ハ
賢
キ
事
ナ
レ
ド
モ
、
更
二
其
レ
ハ
不
レ
可
レ
為
ズ
。
只
我
が
任
ニ
ハ
、
田
畠
ヲ
ダ
ニ
多
ク
作
タ
ラ
バ
、
国
人
ノ
為
ニ
モ
可
レ
賢

シ
。
然
テ
使
ヲ
不
・
得
シ
テ
、
官
物
ヲ
疾
ク
可
・
成
キ
也
」
ト
云
ヒ
廻
ラ
カ
シ
タ
レ
バ
、
国
人
共
此
レ
ヲ
聞
テ
、
手
ヲ
作
平
喜
テ
、
田
畠
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ク
作
テ
、
各
身
曲
豆
二
成
レ
バ
、
露
物
不
レ
惜
ズ
成
シ
集
ム
レ
バ
、
守
モ
大
キ
ニ
富
民
ケ
リ
。
（
後
略
）



（
イ
）
　
今
昔
、
□
天
皇
ノ
御
代
二
、
ロ
ノ
［
ト
云
フ
者
有
ケ
リ
。
年
来
、
旧
受
領
ニ
テ
、
官
モ
不
レ
成
デ
沈
ミ
居
タ
リ
ケ
ル

程
二
、
辛
ク
シ
尾
張
ノ
守
二
被
レ
成
タ
リ
ケ
レ
バ
、
喜
ビ
乍
ラ
任
国
二
公
田
押
下
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
国
皆
亡
ビ
テ
田
白
田
作
ル
事
モ
露
呈
カ
リ
ケ

レ
バ
、
此
ノ
守
ミ
本
ヨ
リ
心
置
ク
シ
テ
、
身
ノ
弁
ヘ
ナ
ド
モ
有
ケ
レ
バ
、
前
々
ノ
国
ヲ
モ
吉
ク
政
ケ
レ
バ
、
此
ノ
国
二
丁
メ
テ
下
テ
後
、

国
ノ
事
ヲ
吉
ク
政
ケ
レ
バ
、
国
亡
国
ニ
シ
福
シ
テ
、
隣
ノ
国
ノ
百
姓
雲
ノ
如
ク
ニ
集
リ
来
テ
、
岳
山
ト
モ
不
・
云
、
田
畠
二
崩
シ
作
ケ
レ

バ
、
二
年
が
内
二
吉
キ
国
二
成
ニ
ケ
リ
。

　
然
レ
バ
天
皇
モ
此
レ
ヲ
聞
シ
食
テ
、
「
尾
張
ノ
国
ハ
前
司
山
斗
・
亡
サ
レ
テ
、
無
下
二
弊
ト
聞
食
ス
ニ
、
此
ノ
任
二
年
二
成
ヌ
ル
昌
吉
ク

福
シ
タ
ナ
レ
」
ト
被
・
仰
ケ
レ
バ
、
上
達
部
モ
世
ノ
人
モ
、
「
尾
張
吉
キ
国
二
成
タ
リ
」
ト
ゾ
讃
ケ
ル
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ロ

　
然
テ
一
二
年
ト
云
フ
年
、
五
節
被
レ
宛
ニ
ケ
リ
。
（
後
略
）

　
（
ア
）
は
、
能
登
守
が
善
政
を
行
い
、
田
畠
の
開
発
を
進
め
た
結
果
、
収
取
が
順
調
に
行
わ
れ
、
守
も
裕
福
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
（
イ
）
は
、
前
司
の
時
に
予
言
国
と
な
っ
た
尾
張
国
を
新
司
が
努
力
し
て
興
復
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
三
年
目
に
献
五
節
を
命
ぜ
ら
れ

た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
五
節
舞
姫
は
膨
大
な
経
費
を
必
要
と
し
た
た
め
、
富
裕
な
受
領
が
献
者
と
さ
れ
た
の
だ
が
、
国
内
を
開
発
し
て

生
産
力
を
拡
大
さ
せ
、
そ
し
て
（
ア
）
の
よ
う
に
私
傷
も
増
や
し
た
で
あ
ろ
う
受
領
に
対
し
て
さ
っ
そ
く
五
節
が
宛
て
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
二
つ
の
説
話
は
当
時
に
お
け
る
受
領
の
私
富
蓄
積
の
過
程
と
政
府
の
そ
れ
へ
の
対
応
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
点
で
非
常
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
こ
こ
か
ら
は
、
「
国
人
共
晶
レ
ヲ
聞
テ
、
手
ヲ
作
二
喜
テ
、
田
畠
多
ク
作
テ
、
各
身
豊
二
成
レ
バ
、
円
物
不
レ
惜
ズ
成
シ
集
ム
レ

バ
、
守
モ
大
キ
ニ
富
ニ
ケ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
善
政
を
行
っ
て
田
畑
を
開
発
し
、
生
産
力
を
拡
大
す
る
こ
と
が
受
領
早
牛
の
増
大
を
も

た
ら
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
（
イ
）
の
「
国
皆
亡
ビ
テ
田
畠
作
ル
事
モ
露
無
生
リ
ケ
レ
」
と
し
た
尾
張
前
司
の
よ
う
に
苛

酷
な
収
奪
を
行
っ
た
り
、
官
物
を
未
進
し
た
り
し
て
私
富
を
増
や
し
た
受
領
も
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
当
然
そ
れ
ら
は
政
府
に
と
っ
て
は
好

摂
関
期
の
受
領
と
中
央
政
府

三
五



三
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

　
『
新
猿
楽
記
』
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
四
郎
君
受
領
郎
等
刺
史
執
鞭
之
図
也
、
於
二
五
畿
七
道
［
無
・
所
レ
不
レ
届
、
於
三
四
十
君
国
一
型
レ
所
レ
不
レ
見
、
乗
・
船
面
差
二
風
波
之
時
一
、

騎
・
馬
歯
達
二
山
野
之
道
「
、
於
二
弓
箭
一
首
・
拙
、
於
目
算
単
一
無
・
暗
、
入
・
境
者
着
府
之
作
法
、
神
拝
着
座
之
儀
式
、
治
国
良
吏
之
支
度
、
交

替
分
付
之
沙
汰
、
不
嚢
状
之
文
、
勘
公
文
之
条
、
鷺
・
有
二
惑
者
　
、
更
莫
二
過
レ
芸
者
一
、
是
以
凡
庁
目
代
、
若
適
所
・
案
主
・
健
児
所
・
検

非
違
所
．
田
所
．
出
納
所
・
調
所
・
細
工
所
・
修
理
等
、
若
御
厩
・
小
舎
人
所
・
膳
所
・
政
所
・
或
目
代
或
別
当
、
況
相
田
使
・
収
納
・

交
易
・
佃
・
臨
時
雑
役
等
之
使
、
不
レ
望
自
暴
二
懸
預
一
、
但
民
不
・
弊
済
二
公
事
一
、
君
無
・
損
自
製
・
利
上
手
也
、
傍
得
二
万
民
追
従
「
、
宅
常

購
、
集
二
諸
国
土
産
〕
、
貯
甚
豊
也
、
（
中
略
）
如
レ
此
蟄
菓
子
着
々
継
レ
踵
、
済
々
成
レ
市
云
云
、
故
除
目
之
朝
、
不
・
云
二
親
疎
】
、
轟
轟
二
二

求
「
者
也
。

　
こ
こ
で
四
郎
君
は
受
領
目
代
の
い
わ
ば
理
想
像
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
彼
が
「
民
不
・
弊
済
二
公
事
一
」

し
な
が
ら
「
君
無
・
損
自
計
レ
利
上
再
臨
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
民
不
・
弊
済
二
公
事
一
、
君
無
・
損
自
署
・
利
上
手
描
」
は
、
苛
政

に
よ
っ
て
国
内
を
疲
弊
さ
せ
ず
に
官
物
を
滞
り
な
く
納
め
、
そ
の
一
方
で
受
領
も
自
ら
も
重
富
を
獲
得
し
た
、
の
意
で
あ
る
が
、
「
民
不
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

弊
済
二
公
事
一
」
し
つ
つ
私
富
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
、
あ
る
べ
き
受
領
の
姿
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
で
は
、
（
イ
）
に
「
上
達
部
モ
世
ノ
人
モ
、
『
尾
張
吉
キ
国
二
成
タ
リ
』
ト
ゾ
讃
ケ
ル
」
と
あ
る
よ
う
に
、
な
ぜ
政
府
は
受
領
の
善
政
を

喜
ん
だ
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
善
政
1
1
生
産
力
の
拡
大
に
よ
り
受
領
私
富
の
国
家
財
政
へ
の
導
入
が
よ
り
多
く
行
う
こ
と
が
で
き
た
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

で
あ
る
。
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
召
物
・
国
宛
は
国
の
「
興
亡
」
「
強
弱
」
「
二
輪
」
、
す
な
わ
ち
各
国
の
生
産
力
・
負
担
力
を
基
準
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

し
て
賦
課
量
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
成
功
も
「
堪
・
事
大
国
受
領
募
二
成
功
一
可
・
造
商
事
」
と
あ
る
よ
う
に
、
国
の
大
小
と
成
功
の

規
模
と
は
比
例
関
係
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
政
府
は
生
産
力
や
受
領
私
富
の
大
小
・
多
少
を
勘
案
し
な
が
ら
受
領
私
産
の
取
り
込
み



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
受
領
が
善
政
を
行
い
、
生
産
力
を
高
め
て
私
富
を
増
大
さ
せ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
よ
り
多
く
の
召
物
・
国
宛
や

成
功
を
課
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
（
イ
）
で
国
内
を
興
復
さ
せ
た
尾
張
守
に
さ
っ
そ
く
五
節
舞
姫
を
献
上
さ
せ
た
こ
と

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
受
領
に
よ
る
生
産
力
の
増
強
は
受
領
の
私
富
を
増
大
さ
せ
る
が
、
同
時
に
そ
れ
は
国
家
財
政
収
入
の
増
加
に
つ
な

が
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
あ
る
意
味
で
は
政
府
は
受
領
の
私
富
蓄
積
を
利
用
し
て
国
家
財
政
収
入
の
増
加
を
は
か
っ
て
い

た
と
も
い
え
る
わ
け
で
あ
り
、
生
産
力
の
拡
大
を
前
提
と
す
る
受
領
私
讐
の
増
大
は
、
政
府
に
と
っ
て
一
概
に
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

は
な
く
、
む
し
ろ
好
ま
し
い
側
面
も
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
一
〇
世
紀
後
半
は
国
家
財
政
の
大
き
な
転
換
期
で
あ
っ
た
。
調
庸
・
雑
米
な
ど
従
来
の
収
入
は
大
幅
に
減
少
し
、
召
物
・
国
宛
や
成
功

が
国
家
財
政
に
占
め
る
比
重
が
大
き
く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
覚
帳
・
税
帳
制
度
の
解
体
に
よ
り
、
政
府
は
受
領
の
私
署
蓄
積
を

容
認
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の
だ
が
、
政
府
は
受
領
の
吉
富
蓄
積
を
決
し
て
放
任
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
積
極
的
に
国
家
財

政
に
組
み
込
も
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
受
領
の
私
富
蓄
積
を
利
用
す
る
か
た
ち
で
国
家
財
政
収
入
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
側
面
す

ら
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

註

（
1
）
拙
稿
「
摂
関
期
の
受
領
と
私
富
蓄
積
」
（
『
日
本
歴
史
』
五
五
一
、
一
九
九
四
年
）
。
以
下
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
前
壁
と
い
う
場
合
に
は
こ
の

摂
関
期
の
受
領
と
中
央
政
府

三
七



三
八

　
論
文
を
指
す
も
の
と
す
る
。

（
2
）
『
続
日
本
紀
」
宝
亀
一
〇
年
一
一
月
乙
未
条
。

（
3
）
「
三
代
実
録
』
貞
観
＝
二
年
一
〇
月
二
三
日
条
。

（
4
）
拙
稿
「
律
令
制
数
的
支
配
の
崩
壊
」
（
『
日
本
史
研
究
』
三
八
八
、
「
九
九
四
年
目
。

（
5
）
『
政
事
要
略
』
天
暦
元
年
閏
七
月
二
三
日
官
符
。
な
お
、
こ
の
官
符
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
泰
弘
「
古
代
国
家
徴
税
制
度
の
再
編
」
（
『
日
本
史

　
研
究
』
三
三
九
、
］
九
九
〇
年
）
を
参
照
し
た
。

（
6
）
『
今
昔
物
語
集
」
二
〇
1
四
六
。

（
7
）
『
今
昔
物
語
集
』
二
八
－
四
。

（
8
）
伊
予
国
は
藤
原
知
章
の
組
中
に
「
疫
霜
人
民
死
亡
、
田
畝
減
少
」
と
な
っ
た
が
、
次
の
源
兼
資
が
興
復
さ
せ
、
「
任
画
面
施
二
治
術
一
、
殊
無
二
二
等

　
之
聞
一
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
『
権
記
』
長
保
四
年
四
月
一
〇
日
条
）
。
そ
し
て
、
こ
の
兼
資
に
五
節
舞
姫
献
上
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
（
『
権

　
記
」
長
徳
四
年
＝
月
↓
○
日
条
）
。
す
な
わ
ち
、
国
内
を
興
復
さ
せ
、
多
く
の
私
富
を
得
た
で
あ
ろ
う
兼
資
に
対
し
て
政
府
は
献
五
節
を
課
し
て
い

　
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
『
今
昔
物
語
集
』
は
院
政
期
の
説
話
史
料
で
は
あ
る
が
、
（
ア
）
（
イ
）
の
よ
う
な
受
領
は
摂
関
期
に
お
い
て
も
数
多
く
み
ら

　
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
9
）
摂
関
期
の
国
司
苛
政
上
訴
．
国
司
善
政
上
申
に
対
し
て
、
政
府
が
解
任
あ
る
い
は
重
任
と
い
っ
た
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
た
の
は
、
苛
政
を
行
う

　
受
領
を
排
除
し
、
善
政
を
行
う
受
領
を
登
用
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
論
稿
で
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

（
1
0
）
『
朝
野
群
載
』
巻
二
八
に
次
の
よ
う
な
功
過
申
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
功
過
申
文

　
正
五
位
下
行
大
炊
頭
兼
大
外
記
博
士
備
後
介
中
原
朝
臣
師
平
誠
憧
誠
恐
謹
言



　
　
請
下
殊
蒙
二
天
恩
一
依
二
淡
路
国
所
済
功
一
関
中
勧
賞
上
状

　
　
一
　
勘
二
済
公
文
一
（
中
略
）

　
　
一
　
填
二
納
格
率
分
稲
五
千
四
百
東
一
（
中
略
）

　
　
一
　
新
委
不
動
穀
千
二
百
斜
（
中
略
）

　
　
一
　
発
開
田
（
中
略
）

　
　
｝
　
修
二
造
神
社
井
国
分
二
寺
諸
定
額
寺
堂
舎
等
｝
（
中
略
）

　
　
一
　
不
レ
立
二
用
料
一
造
二
進
陰
明
門
一
宇
一
（
中
略
）

　
一
　
中
隔
西
面
垣
起
レ
自
レ
南
北
行
晋
丈
（
中
略
）

　
以
前
功
織
布
録
如
レ
右
、
師
平
治
暦
三
年
二
月
六
日
、
拝
二
面
彼
国
一
、
荷
レ
境
之
後
、
巡
二
検
国
内
一
、
素
狭
少
最
上
之
上
、
前
司
源
朝
臣
蛸
脚
、
任
終

　
年
遭
二
兵
乱
旱
越
之
難
一
、
民
田
逃
散
、
評
註
荒
廃
、
而
招
二
年
来
之
民
一
、
開
二
発
荒
廃
一
、
廻
国
撫
育
之
計
一
、
興
二
復
国
内
一
、
塾
主
租
税
、
逐
レ
騙
詐
済
、

　
即
勘
二
畢
公
文
一
、
准
二
之
先
輩
一
、
可
レ
謂
二
面
功
一
、
望
請
、
天
恩
依
二
所
済
功
一
、
関
二
勧
賞
一
、
弥
致
二
勤
王
之
面
一
、
師
平
文
懐
誠
恐
謹
言

　
　
　
　
　
延
久
四
年
正
月
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
五
位
下
行
大
炊
二
戸
大
外
記
備
後
介
中
原
朝
臣

　
　
こ
れ
は
中
原
師
平
が
任
終
後
に
提
出
し
た
功
過
申
文
で
、
前
司
の
時
に
兵
乱
や
干
魅
の
た
め
に
荒
廃
し
た
国
内
を
興
復
さ
せ
た
こ
と
、
公
文
を
勘

　
済
し
た
こ
と
な
ど
、
種
々
の
功
績
を
挙
げ
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
江
平
は
多
大
の
私
官
田
も
確
保
し
て
い
た
。
中
原

　
師
遠
の
『
鯨
珠
記
」
大
治
二
年
六
月
一
日
条
は
当
時
の
受
領
が
多
く
の
押
詰
を
得
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
し
て
有
名
な
も
の
だ
が
、
そ
こ
に
師

　
遠
の
図
師
平
が
淡
路
守
の
時
に
「
米
毎
年
六
千
石
、
塩
五
百
三
石
」
の
収
入
が
あ
っ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
難
平
は
国
内
を
興
復

　
さ
せ
、
公
文
を
勘
済
す
る
一
方
で
、
多
く
の
私
富
を
確
保
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
1
1
）
『
小
右
記
」
長
和
三
年
五
月
二
四
日
条
、
同
治
安
三
年
一
二
月
一
二
日
条
、
『
左
経
記
』
寛
仁
四
年
五
月
一
一
日
条
。

　
　
摂
関
期
の
受
領
と
中
央
政
府
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九



一
三

Z

（
1
2
）
『
中
右
記
』
天
永
三
年
六
月
＝
二
日
条
。

（
1
3
）
国
の
「
興
亡
」
「
強
弱
」
「
悪
世
」
、
す
な
わ
ち
各
国
の
生
産
力
・
負
担
力
を
判
断
す
る
た
め
に
は
、
諸
国
の
状
況
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、

　
先
例
に
準
じ
て
一
年
日
給
復
を
求
あ
る
因
幡
守
に
対
し
て
、
「
軍
国
前
司
満
面
南
中
興
復
之
由
、
遍
有
二
其
聞
一
、
申
請
之
旨
意
無
二
其
謂
一
、
不
レ
可
レ

　
被
二
裁
許
一
歎
」
と
の
条
事
定
が
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
『
平
安
遺
文
』
ニ
ー
四
三
九
）
、
当
時
の
政
府
は
地
方
の
状
況
を
そ
れ
な
り
に
的
確
に
把
握

　
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
（
イ
）
で
国
内
を
興
復
さ
せ
た
受
領
に
さ
っ
そ
く
献
五
節
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
よ
う
。

　
当
時
の
政
府
は
地
方
政
治
に
無
関
心
だ
っ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。


